


Dてんぐ巣病の被害部が垂れ下がり異常な形態となった樹形

特集�

Dてんぐ巣病被害部の除去、
腐朽部分を治療したソメイ
ヨシノ。早めに気づいて対
策に取り組み、花付きが回
復した例



D１月11日、八鶴湖にてソメイヨシノの
木を１本ずつ事前に調査。ボランティア
ほかの協力で、病気を発症している125
本の貴重なデータを集めることができた

D２月15日、東金市での現地検討会。
はじめに商工会議所で、てんぐ巣病の感
染程度や分布状況などの調査報告が行わ
れた

D同日、会場を八鶴湖に移動し、樹木医
の解説を受けながら高所作業車で感染し
た枝の除去作業に立ち会った

Dまだ、整備されていなかった頃の森の
様子。けもの道だけを頼りにかき入った

D6月～8月、PTAや父兄の方々、地域の
皆さんも積極的に学校林づくりに参加。
暑い時期だけに作業は過酷だった

Dやっとよくなってきたかな？電柱サイ
ズの倒木が50本もあったが、今ではさわ
やかな風が通る森に



D教頭先生が作った看板。子どもたちがつけた名前「かが
やきの森」に負けないよう、金色を使ってみました、との弁

D夏休み中には、正式に
森体験がスタート。県展
作品として学校林で絵を
描いた。11月13日、「東
っ子まつり」で保護者と
いっしょにオリエンテー
リング。11月、「がんば
り走大会」の練習会場と
して利用。いろいろなシ
ーンで学校林が活用され
た。どんぐり拾い、落ち
葉拾い、小枝での工作も
楽しい思い出に

D森の中でクロスカントリ
ー。１周800mの林間ラン
ニングコースが完成。長年
積もった落ち葉で膝への負
担も少なく、子どもたちに
も大評判とのこと。新年度
には「がんばり走大会」の
コースとして活用する

D「NPOさとやま」ほかの協力で作ったイラストマップ



Dみどりのボランティアのいろいろな活動。講習会や研修会
を通じて、知識を習得する

D子どもたちの森林体験教育の指導(サポート)も

Dいぶした竹の活用方法を教えたり広めたり…。新たな育
成・活動方針には、森林と生活文化とのかかわりも盛り込んだ

D森林での実践作業の様子
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上記の本、「熱帯雨林から、ヤッホー！」を２名に、「みどりの香り」を1名の方にプレゼントします。ハガキに、希望す
る本、住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、（社）千葉県緑化推進委員会「プレゼント」係へご応募ください。また、
グリーンえっせんすをどこでご覧になったか、ご意見、ご要望もお書き添えください。あて先は8ページ右下参照。締め
切りは7月末日（当日消印有効）。当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

D第29回全国育樹祭併催行事「全国緑の少年団活動発表大会」にて、
『「北子安の森」の自然の恵みを生かした活動』を発表

D樹木ラベルの取り付
け。手作りの説明書も
いっしょに付けよう
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